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全５回シリーズ

　公益財団法人 SBS静岡健康増進センター公開講座「聞いてなる
ほど！　いきいきライフ」の2018年度シリーズ（全５回）がこのほど、
静岡市葵区のしずぎんホール「ユーフォニア」で始まった。第1回の
前半は静岡赤十字病院糖尿病・内分泌代謝科部長の村上雅子さん
の講演「こんなに進歩した糖尿病事情～知って下さい！ 上手な付き
合い方～」の内容を紹介する。　〈企画・制作／静岡新聞社営業局〉

村上 雅子さん
静岡赤十字病院　糖尿病・内分泌代謝科部長
浜松医科大学　内科臨床教授

むらかみ・まさこ　医学博士（浜松医科大学）。日本内科学会学術評議
員、指導医。日本内分泌学会および日本糖尿病学会専門医、指導医。浜
松医科大学で研修後、県内の病院勤務を経て現職。糖尿病専門診療、甲
状腺や脳下垂体、副腎のホルモン異常に関連する疾患の診療に従事し、
専門医として臨床第一線で診療。同時に最新の治療薬、検査に関する臨
床研究も常時行い、論文発表、学会での発表も精力的に行っている。

放
置
す
る
と　
　
　

合
併
症
進
行

日
本
で
は
人
口
は
減
少
す
る

中
、
糖
尿
病
患
者
は
な
お
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
戦
後
、

食
生
活
が
高
脂
肪
・
高
カ
ロ
リ

ー
に
変
化
し
た
こ
と
や
、
自
動

車
社
会
に
よ
る
運
動
不
足
が
原

因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
は
進
行
性
の
病
気
で

す
。
治
療
を
せ
ず
放
置
し
て
い

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
が

出
て
く
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

あ
る
一
定
期
間
高
血
糖
が
持

続
す
る
と
、
末
梢
神
経
が
侵
さ

れ
る
神
経
障
害
が
発
症
し
、
痛

み
な
ど
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
足
等
の
傷
に
気

付
か
ず
化
膿
が
進
み
、
壊
疽
（
え

そ
）
を
起
こ
し
て
切
断
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
腎

機
能
が
低
下
し
生
命
維
持
に
透

析
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
眼
底
に
出
血
が

起
き
、
視
力
低
下
、
さ
ら
に
は

失
明
の
危
険
が
生
じ
ま
す
。

最
近
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
が
ん
の
発
症
率
の
高
さ

で
す
。
糖
尿
病
で
な
い
方
に
比

べ
て
、
肝
臓
が
ん
や
腎
臓
が
ん
、

卵
巣
が
ん
な
ど
は
約
２
倍
も
高

率
に
発
症
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
の
平

均
寿
命
が
一
般
平
均
寿
命
よ
り

10
〜
13
年
短
い
こ
と
に
は
、
が

ん
の
高
い
発
症
も
関
係
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

慢
性
の
高
血
糖
の
結
果
、
心

臓
や
頭
の
血
管
が
詰
ま
り
や
す

く
な
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

の
危
険
性
も
出
て
き
ま
す
。
肥

満
度
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値

が
25
以
上
と
な
る
と
肥
満
と
定

義
さ
れ
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
の

場
合
、
そ
れ
以
前
の
23
前
後
の

肥
満
未
満
で
既
に
循
環
器
疾
患

発
症
の
リ
ス
ク
が
上
が
り
ま

す
。
糖
尿
病
で
な
い
方
々
よ
り

も
、
早
期
か
ら
心
血
管
疾
患
が

発
症
す
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
で
は
早
期
か

ら
の
認
知
障
害
発
症
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
持
つ

65
歳
以
上
の
方
々
の
３
分
の
１

で
何
ら
か
の
認
知
障
害
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
糖
尿
病

の
女
性
が
高
血
糖
の
ま
ま
妊
娠

出
産
を
す
る
と
、胎
児
巨
大
化
、

子
宮
内
胎
児
死
亡
、
奇
形
、
新

生
児
の
低
血
糖
症
の
リ
ス
ク
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
症
・
進
行
は　
　

予
防
で
き
る

糖
尿
病
は
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
診
断

や
人
間
ド
ッ
ク
で
糖
尿
病
や
そ

の
予
備
群
と
指
摘
さ
れ
て
も
、

症
状
が
無
い
た
め
に
病
院
に
行

か
ず
に
放
置
す
る
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。「
血
縁
者
に
糖

尿
病
が
い
て
、
遺
伝
だ
か
ら
も

う
諦
め
て
い
る
」
と
い
う
方
が

い
る
の
が
残
念
で
す
。
糖
尿
病

は
仮
に
遺
伝
が
あ
っ
て
も
治
療

が
可
能
。特
に
早
期
で
あ
れ
ば
、

進
行
を
予
防
で
き
る
の
で
す
。

「
境
界
型
」
の
段
階
で
食
事
療

法
や
運
動
療
法
を
始
め
ま
し
ょ

う
。
境
界
型
を
放
置
す
れ
ば
約

40
％
以
上
の
方
が
４
年
の
う
ち

に
「
真
の
糖
尿
病
」
に
進
行
し

て
し
ま
い
ま
す
。

食
事
で
は
脂
肪
分
を
減
ら

し
、
炭
水
化
物
は
適
切
に
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
最
近
、
メ
デ
ィ

ア
で
糖
質
制
限
、
炭
水
化
物
制

限
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
１
日
の
総
摂
取
カ
ロ
リ
ー

の
半
分
は
、
む
し
ろ
炭
水
化
物

か
ら
取
る
こ
と
が
糖
尿
病
学
会

で
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
間

食
や
お
酒
な
ど
は
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。
運
動
は
１
週
間
で
約
１

５
０
分
以
上
、
つ
ま
り
１
日
約

20
分
、
早
足
な
ど
簡
単
な
運
動

で
も
結
構
で
す
。

週
１
度
だ
け
の　
　

内
服
薬
や
注
射
も

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

治
療
開
始
を
た
め
ら
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

薬
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分

泌
を
促
す
も
の
と
、
イ
ン
ス
リ

ン
を
効
き
や
す
く
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

我
々
日
本
人
は
、
欧
米
人
に

比
較
し
て
膵
臓
か
ら
の
イ
ン
ス

リ
ン
分
泌
予
備
能
が
や
や
低
め

で
、
比
較
的
小
太
り
で
も
糖
尿

病
を
発
症
し
や
す
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
比
較
的
や
せ
型
で
膵

臓
の
力
が
低
め
の
方
に
は
食
後

な
ど
血
糖
上
昇
に
応
答
し
て
イ

ン
ス
リ
ン
を
必
要
分
だ
け
促
進

し
て
く
れ
る
「
イ
ン
ク
レ
チ
ン

製
剤
」
が
有
効
で
す
。
欧
米
人

よ
り
比
較
的
や
せ
型
の
日
本
人

で
は
、
患
者
さ
ん
の
約
７
割
に

使
わ
れ
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
週
に
１
回
飲
む
だ
け
で
１

週
間
効
果
が
持
続
す
る
も
の
も

登
場
し
て
い
ま
す
。
毎
日
、
何

度
も
、
実
際
に
は
飲
め
な
い
方

に
も
朗
報
で
す
。

一
方
、
比
較
的
肥
満
の
方
に

は
、
自
分
の
体
の
中
の
イ
ン
ス

リ
ン
を
効
き
や
す
く
す
る
お
薬

の
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
メ
ト

ホ
ル
ミ
ン
は
低
血
糖
の
リ
ス
ク

が
少
な
く
、
内
服
し
た
患
者
さ

ん
で
は
、
が
ん
発
症
が
低
い
論

文
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
最
近
で
は
、
尿
に
糖
を
排
泄

さ
せ
る
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
が

あ
り
、肥
満
型
の
患
者
さ
ん
で
、

血
糖
を
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、

体
脂
肪
が
減
る
こ
と
で
患
者
さ

ん
の
治
療
意
欲
向
上
に
寄
与
す

る
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
も
重
要
で

有
効
な
治
療
手
段
で
す
。
「
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
を
始
め
た
ら
一

生
続
け
な
い
と
い
け
な
い
」
と

誤
解
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
ス
リ
ン
は
特
効
薬
で
あ

り
、
病
態
に
合
っ
た
内
服
薬
の

併
用
や
変
更
で
、
注
射
を
終
了

で
き
る
例
は
多
数
あ
り
ま
す
。

今
や
、
週
に
１
度
だ
け
の
注

射
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進

効
果
が
１
週
間
続
く
薬
剤
も
あ

り
ま
す
。
実
際
、
比
較
的
少
量

の
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
は
終
了
で

き
る
例
が
、
全
国
同
様
に
当
院

で
も
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
は
放
置
す
れ
ば
恐
ろ

し
い
病
気
と
な
り
ま
す
が
、
正

し
い
知
識
と
情
報
を
持
て
ば
、

予
防
や
対
策
が
可
能
で
す
。
病

院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
糖
尿
病

講
座
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

聴
講
に
よ
り
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
血
糖
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
下

が
る
方
々
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
生

活
す
る
の
は
、
ご
自
身
の
手
で

健
康
を
得
る
上
で
と
て
も
大
切

で
す
。

ご
自
身
や
ご
家
族
が
糖
尿

病
、
ま
た
は
予
備
群
と
分
か
っ

た
ら
、
ど
う
か
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
今
は
進
行
を
予
防

す
る
た
く
さ
ん
の
手
段
が
あ

り
、
同
年
代
の
健
康
な
人
と
変

わ
ら
な
い
寿
命
を
保
つ
の
が
十

分
可
能
な
こ
と
を
、
ぜ
ひ
知
っ

て
治
療
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

増
え
た
治
療
選
択
肢 

迷
わ
ず
治
療
を

養 生 術
古賀所長の

心 を 養 う
　公開講座2018「聞いてなるほど！いきいきライフ」が始ま
りました。第1回は、村上雅子先生に糖尿病の診断治療に関す
る最新の話題をお話しいただきました。糖尿病については村上
先生にお任せするとして、私からは今年度、生活習慣病に罹患せ
ず楽しく、生き生きと生活するための養生術についてお話しし
たいと思います。江戸時代の本草学者、儒学者である貝原益軒
氏の著書、『養生訓』を参考にお話しします。ちなみに貝原氏は
84歳と当時としては驚異的な長寿を実践、全うしています。養
生訓のポイントを四つ挙げます。今日は、そのうち二つについて。
　１ 「天寿と養生の術」　普通、人は長寿である。でも、養生せ
ずに暮らしていると自分の寿命を縮めてしまう。逆に生まれつ
き虚弱体質で普通の人よりも長寿ではない人でも、養生に心を
配れば意外に長生きできるものである。不摂生に暮らしている
人は、みずから自殺をしているようなものである。死の時期こ
そ違うが自らの身体を痛めつけることは、同様であるのだから。
　２ 「命の長短は養生次第」　老子は、「人の命は我にあり、天に
あらず」と言っている。人の命は天からの贈り物だが、その寿
命はわれわれの心次第で変わる。健康を考え暮らせば長生きで

きるし、そうでなければ短命になる。炭火を風に
当てれば早く消えるし、みかんも箱にしまっておか
なければすぐに腐ってしまう。人の寿命もそれらと
同じものであろう。
　三つ目、四つ目は次回ご紹介します。


